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開
催
中
の
特
別
展
は
、
舩
津
文
渕
の
遺

し
た
資
料
の
研
究
成
果
に
よ
り
、
足
立
の

芸
術
文
化
を
再
編
成
す
る
も
の
で
す
。
舩

津
文
渕
に
つ
い
て
は
、
前
号
で
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
雅
号
「
文
渕
」
を
表

す
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

舩
津
久
五
郎
は
、文
化
三
（
一
八
〇
六
）

年
に
生
ま
れ
、文
政
九
（
一
八
二
六
）
年
、

谷
文
晁
か
ら
渕
江
領
と
よ
ば
れ
た
こ
の
地

域
に
ち
な
ん
だ
名
と
思
わ
れ
る
「
文
渕
」

の
雅
号
を
授
け
ら
れ
て
い
ま
す
。【
前
号

写
真
参
照
】
さ
ら
に
二
年
後
、「
菜
葊
」（
さ

い
あ
ん
）
の
雅
号
も
頂
い
て
い
ま
す
。

　

自
身
の
描
い
た
絵
や
画
帳
に
は
、文
渕
、

菜
葊
と
い
っ
た
署
名
や
落
款
が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
文
渕
の
「
渕
」
は
、
文
晁
の
雅

号
状
で
は
「
渕
」
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

久
五
郎
は
、
別
字
で
あ
る
「
淵
」
の
文
字

も
用
い
て
い
ま
す
。

　
「
縮
画
帖
」
と
よ
ば
れ
る
画
の
修
練
の

た
め
に
、
文
晁
の
作
品
な
ど
を
写
し
た
帳

面
が
六
冊
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
成
立
年
代

や
そ
の
順
番
は
不
明
で
す
が
、「
縮
画
帖
」

の
な
か
に
は
、自
身
の
雅
号
の
く
ず
し
や
、

落
款
に
つ
い
て
の
メ
モ
や
貼
り
紙
の
頁
も

あ
り
、
久
五
郎
が
頂
い
た
雅
号
を
ど
の
よ

う
に
表
現
す
る
の
か
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え

て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

画
に
添
え
る
署
名
や
落
款
に
も
、
絵
師

と
し
て
、
表
現
者
と
し
て
の
こ
だ
わ
り
が

あ
る
と
も
い
え
ま
す
が
、
ど
ん
な
サ
イ
ン

が
格
好
良
い
か
を
考
え
て
い
た
の
か
と
思

う
と
、
私
た
ち
に
も
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。

　

文
渕
の
日
常
に
つ
い
て
記
し
た
日
記
に

つ
い
て
は
次
号
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
写
真
１
】画
本「
菜
葊
模
本
」（
文
政
一
三
年
）中
の
扇
面
図「
鉄
線
」　

文
淵
の
落
款
が
あ
る
。

【
写
真
２
】�「
縮
画
帖
（
二
）」
の
頁
に
貼
り
込
ま
れ
た
「
雅
号
と
落
款
の
貼
紙
」
天
保
四
年

同
じ
帖
に
、
天
保
三
年
の
文
渕
の
署
名
落
款
も
同
様
に
あ
る
。

【
写
真
３
】「
文
淵
」を
描
い
た
貼
紙
。（「
縮
画
帖（
三
）」

部
分
）
落
款
の
案
を
示
し
た
も
の
か
？ 

一
番
左
側

の
も
の
は
、【
写
真
１
】
で
使
用
さ
れ
て
い
る
【
写

真
４
】「
文
渕
」
の
書
き
方
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
く
ず
し
の
形
を
試
し
た
と
見
ら
れ
る
あ
と
。　

（「
縮
画
帖
（
五
）」・「
縮
画
帖
（
六
）」
部
分
）

あ
ら
わ
れ
た
文
渕

文
化
遺
産
調
査
特
別
展 
「
美
と
知
性
の
宝
庫
　
足
立
」
よ
り

�

郷
土
博
物
館

【左】「縮面帖（六）」
【右】「縮面帖（五）」



平成 28年 3月 足　立　史　談 第 577号（2）
　

こ
の
度
、
足
立
区
立
郷
土
博
物
館
に
お

い
て
「
美
と
知
性
の
宝
庫　

足
立
」
と
題

し
て
谷
文
晁
一
門
の
絵
師
で
あ
っ
た
沼
田

舩
津
家
第
七
代
の
舩
津
久
五
郎
（
文
渕
）

の
新
発
見
の
資
料
等
が
企
画
展
示
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
、
舩
津
久
五
郎
に
つ
い
て
、

ま
た
久
五
郎
が
当
主
で
あ
っ
た
沼
田
舩
津

家
や
本
家
の
日
光
御
成
道
鳩
ケ
谷
宿
本
陣

船
戸
家
の
人
々
、
沼
田
の
舩
津
家
と
同
様

の
鳩
ケ
谷
宿
本
陣
船
戸
家
の
分
家
の
船
津

家
の
人
々
や
そ
の
関
連
、
ま
た
出
来
事
な

ど
を
ご
紹
介
し
て
み
た
い
。

　

沼
田
と
は
、
現
在
の
足
立
区
江
北
あ
た

り
を
示
す
地
名
で
あ
る
。
足
立
区
の
舩
津

家
は
、
江
戸
時
代
の
上
沼
田
村
に
あ
っ
た

こ
と
に
よ
り
沼
田
の
舩
津
家
と
よ
ば
れ
、

そ
れ
に
対
し
て
鳩
ヶ
谷
（
現
埼
玉
県
川
口

市
）
の
船
津
家
は
、「
里
」（
さ
と
）
と
し

て
呼
び
分
け
て
い
た
。
ま
た
、
鳩
ケ
谷
宿

本
陣
の
船
戸
家
は
、「
ふ
な
と
」
と
読
む
。

　

な
お
、
筆
者
は
、
沼
田
舩
津
家
・
里
船

津
家
の
縁
戚
で
あ
り
、
長
年
舩
津
家
・
船

津
家
の
歴
史
的
な
研
究
を
続
け
て
い
る
。

舩
津
家
の
系
譜
に
つ
い
て

　

今
回
、
舩
津
久
五
郎
に
つ
い
て
ご
紹
介

す
る
原
資
料
は
、
沼
田
舩
津
家
第
九
代
の

舩
津
静
作
の
長
男
と
し
て
、
明
治
十
一
年

一
月
七
日
に
沼
田
に
生
ま
れ
、
後
に
鳩
ケ

谷
宿
本
陣
船
戸
家
の
分
家
の
一
つ
で
あ
る

里
船
津
本
家
の
九
代
と
な
っ
た
船
津
輸
助

が
ま
と
め
た
、『
舩
津
家
系
図
稿
』
と
『
船

津
家
系
譜
』
の
二
冊
に
よ
る
。

　

船
津
輸
助
は
、
こ
の
資
料
を
ま
と
め
る

に
あ
た
っ
て
、『
船
津
家
系
譜
』
の
表
紙

裏
に
次
の
よ
う
に
記
載
し
て
い
る
。

「
総
テ
此
譜
ニ
ハ
公
簿
ニ
タ
ヨ
ラ
ズ
専
ラ

真
實
ヲ
記
載
ス
ル
モ
ノ
也　

古
文
書
、
過

去
帳
、
位
牌
、
墓
石
等
ヲ
照
合
シ
此
ノ
譜

ヲ
作
ル　

輸
助
記
」

　

こ
の
二
冊
の
船
戸
家
及
び
船
津
家
（
舩

津
家
）
に
関
す
る
系
譜
に
は
、
日
光
御
成

道
鳩
ケ
谷
宿
本
陣
船
戸
家
十
五
代
を
始

め
、
分
家
の
里
船
津
本
家
九
代
、
沼
田
舩

津
家
十
代
、
里
船
津
本
家
の
分
家
の
通
称

隠
居
家
と
い
わ
れ
る
舩
津
家
六
代
、
さ
ら

に
里
船
津
本
家
の
使
用
人
が
船
津
姓
を
名

乗
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
通
称
新
家
船
津
家

六
代
な
ど
の
代
々
の
当
主
及
び
妻
子
、
嫁

入
り
先
、
婿
入
り
先
、
離
縁
や
出
奔
、
駆

落
ち
、
心
中
な
ど
正
規
の
家
伝
の
系
図
な

ど
に
見
ら
れ
な
い
事
柄
な
ど
が
記
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
の
二
冊
の
系
譜
は
、
作
成
し
た
輸
助

が
下
書
き
と
し
て
作
成
し
た
「
稿
」
と
、

き
ち
ん
と
清
書
し
て
あ
る
「
系
譜
」
と
い

う
関
係
に
あ
る
。
輸
助
は
、
こ
の
二
冊
を

他
人
ど
こ
ろ
か
家
族
に
も
見
せ
る
気
は
な

か
っ
た
ら
し
く
、
輸
助
が
亡
く
な
っ
た
後

は
、
妻
の
「
よ
し
」
も
知
ら
ず
、
お
そ
ら

く
輸
助
の
長
男
の
喜
助
が
、
輸
助
の
生
前

の
蔵
書
等
に
ほ
と
ん
ど
手
を
付
け
な
い
で

い
た
よ
う
な
の
で
、
輸
助
の
子
ど
も
達
の

目
に
も
触
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
喜
助
が
亡
く
な
っ

た
後
に
は
、
輸
助
の
四
男
の
故
船
津
富
彦

氏
（
東
洋
大
学
教
授
、
中
国
文
学
専
攻
）

や
故
小
川
博
氏
（
早
大
高
等
学
院
教
諭
、

民
俗
学
専
攻
）
な
ど
の
人
た
ち
が
見
ら
れ

た
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
え
て
発
表
す
る

ま
で
も
な
か
っ
た
と
考
え
て
お
ら
れ
た
も

の
と
推
察
す
る
。

　

筆
者
は
、
以
前
に
鳩
ケ
谷
宿
本
陣
の
系

譜
や
、
里
船
津
本
家
の
系
譜
を
川
口
市
郷

土
史
会
の
機
関
誌
「
川
口
史
林
」
に
発
表

し
て
い
る
の
で
、
こ
の
系
譜
に
つ
い
て
公

に
す
る
の
は
初
め
て
で
は
な
い
が
、
今
般

足
立
区
立
郷
土
博
物
館
が
展
覧
会
を
開
催

す
る
に
当
た
り
、
船
津
家
（
舩
津
家
）
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に

発
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
。

舩
津
家
の
舩
の
字
に
つ
い
て

　

こ
こ
で
、
船
津
家
の
船
津
（
ふ
な
つ
）

と
い
う
字
に
つ
い
て
、「
舩
津
、
船
津
、

舟
津
、
船
戸
、
舟
戸
」
と
い
ろ
い
ろ
な
使

い
方
を
さ
れ
て
い
る
の
で
整
理
す
る
と
、

輸
助
は
、「
系
譜
」
の
冒
頭
に
、「
鳩
ケ
谷

町
名
主
石
井
玄
蕃
ト
申
候
者
相
果
其
跡

ヘ
、
入
聟
ニ
、
舟
越
大
学
ト
申
ス
浪
人
甲

州
ヨ
リ
被
参
候
由
。
大
学
苗
字
ヲ
カ
ヘ
舟

津
ト
申
候
。
舟
越
ハ
、
フ
ナ
ツ
ト
ヨ
ム
ニ

非
ザ
ル
カ
」
と
書
い
て
あ
り
、
本
姓
は
舟

津
で
、
家
に
よ
っ
て
変
え
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
沼
田
及
び
隠
居
屋
の
舩
津
家
は
舩

の
字
を
使
い
、里
の
船
津
家
は
、船
と
な
っ

て
い
る
。
輸
助
は
、
沼
田
に
い
た
時
の
ハ

ン
コ
は
舩
津
輸
助
で
、
里
の
船
津
家
で
は

船
津
輸
助
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
沼

田
は
舩
の
字
を
使
い
、
里
は
船
の
字
を
使

う
こ
と
に
す
る
。

鳩
ケ
谷
宿
本
陣
か
ら
沼
田
へ
分
家

　

鳩
ケ
谷
の
名
主
石
井
玄
蕃
の
途
絶
え
た

跡
の
入
聟
と
な
っ
た
船
戸
大
学
を
始
祖
と

し
、
二
代
の
船
戸
織
部
の
と
き
に
、
会
津

へ
向
か
う
徳
川
家
康
の
軍
勢
が
、
当
時
岩

渕
か
ら
川
口
、
鳩
ケ
谷
を
経
由
し
て
北
へ

向
か
う
鎌
倉
街
道
中
ツ
道
を
通
っ
て
、
小

山
か
ら
反
転
し
、
関
ヶ
原
で
勝
利
し
、
徳

川
氏
の
天
下
と
な
っ
た
縁
起
の
良
い
街
道

と
い
う
こ
と
で
、
三
代
目
の
久
兵
衛
の
と

き
に
日
光
御
成
道
鳩
ケ
谷
宿
本
陣
を
う
け

た
ま
わ
り
、
問
屋
を
兼
帯
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
本
陣
と
な
っ
て
か
ら
は
、
近
く

の
赤
山
に
陣
屋
を
構
え
て
い
た
関
東
郡
代

の
伊
奈
氏
と
も
密
接
な
関
係
を
も
っ
た
。

　

四
代
目
久
兵
衛
の
三
男
、徳
右
衛
門
（
初

名
源
五
兵
衛
）
が
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）

二
十
五
歳
で
沼
田
舩
津
家
の
初
代
と
な
っ

た
。
初
代
徳
右
衛
門
は
鳩
ケ
谷
宿
本
陣

船
戸
家
の
力
と
関
東
郡
代
伊
奈
氏
の
後
押

し
も
あ
っ
て
荒
地
で
あ
っ
た
葦
原
を
開
墾

し
、
凡
そ
三
十
町
歩
の
土
地
を
所
有
し
、

二
十
六
歳
で
沼
田
の
名
主
と
な
っ
た
。

　

沼
田
の
舩
津
家
は
代
々
名
主
と
い
わ
れ

る
が
、
舩
津
家
で
名
主
と
な
っ
た
の
は
、

沼
田

舩
津

家
第

七
代

＝
舩

津
久

五
郎
（
文
渕
）

に
連

な
る

人
々
（
一
）

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

伊
澤

隆
男

沼
田
舩
津
家
第
七
代
＝
舩
津
久
五
郎（
文
渕
）に
連
な
る
人
々
（
一
）

伊
　
澤
　
隆
　
男
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初
代
の
徳
右
衛
門
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
も

輸
助
の
調
査
に
よ
る
が
、
寛
文
か
ら
元

禄
（
一
六
七
一
～
一
七
○
三
）
に
か
け
て

の
沼
田
の
名
主
は
徳
右
衛
門
、
享
保
年
間

（
一
七
一
六
～
一
七
三
五
）
は
名
主
李
右

衛
門
、
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
）
名
主
平

右
衛
門
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
名
主

庄
右
衛
門
（
以
上
は
輸
助
が
古
文
書
に
よ

り
確
認
し
て
い
る
）。

　

宝
暦
以
後
明
治
ま
で
名
主
庄
右
衛
門

即
ち
堀
内
家
で
あ
る
。
舩
津
家
初
代
徳

右
衛
門
は
よ
そ
か
ら
来
た
人
で
あ
る
が
、

二
十
六
歳
の
と
き
か
ら
名
主
を
務
め
て
い

る
。
二
代
目
以
降
の
舩
津
家
の
当
主
は
名

主
は
務
め
て
い
な
い
。
大
地
主
、
大
百
姓

と
い
う
こ
と
で
、
役
は
務
め
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
名
主
と
な
っ
た
人
は
初
代

だ
け
で
あ
る
。

　

初
代
徳
右
衛
門
は
、
正
徳
三
年
（
一
七

一
三
）
四
月
十
一
日
没
、行
年
六
十
七
歳
。

逆
算
す
る
と
生
ま
れ
は
正
保
三
年
（
一
六

四
六
）
と
な
る
。

　

こ
こ
で
、
沼
田
舩
津
家
初
代
の
舩
津
徳

右
衛
門
弘
重
に
つ
い
て
、
妻
子
を
紹
介
し

て
み
た
い

初
代
　
舩
津
徳
右
衛
門
弘
重　

初
名　

源
五
兵
衛　

寛
文
よ
り
元
禄
の
沼

田
の
名
主
。
沼
田
船
津
家
は
代
々
徳
右
衛

門
と
称
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
正
徳
三

年
（
一
七
一
三
）
四
月
十
一
日
没
。
行
年

六
十
七
歳
。
輪
岸
宗
運
居
士　

妻　

明
窓
良
光
禅
定
尼　

天
和
二
年

（
一
六
八
二
）
七
月
没

子
　
一
、
初
子　

吉
川
村
戸
張
五
郎
左
衛

門
妻　

宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
五
月
没

子
　
二
、
徳
兵
衛　

早
世

子
　
三
、
女
子
　
谷
塚
村
折
戸
小
左
衛
門

妻　

享
保
六
年
（
一
七
二
六
）
七
月
没

子
　
四
、
徳
右
衛
門
重
平　

初
名
勘
六
沼

田
舩
津
家
第
二
代

子
　
五
、
松
子　

久
保
田
庄
兵
衛
妻

子
　
六
、
女
子　

山
本
道
達
妻

子
　
七
、
女
子　

会
田
五
郎
兵
衛
妻

子
　
八
、
女
子　

山
田
喜
右
衛
門
妻

子
　
九
、
女
子　

奈
良
土
佐
妻

妾　

法
岸
栄
照
禅
尼　

伊
興
村
の
人
。

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
十
一
月
五
日
没

行
年
八
十
七
歳

　

妾
と
は
い
う
が
、
初
代
の
妻
が
亡
く

な
っ
た
時
、
初
代
は
三
十
六
歳
、
こ
の
女

性
は
十
五
歳
で
あ
る
が
、「
身
分
低
き
故

妾
と
な
し
た
る
べ
し
、
後
妻
と
云
う
べ
き

な
り
」
と
書
い
て
あ
る
。

妾
の
子　
　

源
吾　

舎
人
町
へ
分
地

　
　
　
　
　

く
め

　
　
　
　
　

新
六

　
　
　
　
　

き
ん　

茂
兵
衛
妻

　

初
代
は
妻
と
妾
に
男
子
四
名
、
女
子
九

名
が
あ
っ
た
。

二
代
　
舩
津
徳
右
衛
門
重
平（
初
名
勘
六
）

初
代
の
次
男
だ
が
正
妻
の
生
ん
だ
男
子
と

し
て
永
ら
え
た
男
子
は
重
平
の
み
。

延
享
元
年
（
一
七
四
四
）　

五
月
二
十
五

日
没　

行
年
五
十
七
歳

　

初
代
二
代
と
段
々
地
所
を
増
や
し
て

い
っ
た
。
二
代
の
時
大
水
が
あ
り
、
そ
れ

ら
の
為
二
百
両
ほ
ど
の
借
財
が
あ
っ
た
が

三
代
目
徳
右
衛
門
が
土
地
を
売
っ
て
借
金

を
返
し
た
。（
一
反
七
両
位
の
相
場
の
時

代
・
・
二
百
両
で
三
町
歩
弱
）

妻　
　

�

即
身
妙
覚
大
姉　

下
谷
廣
小
路
塩

澤
太
十
郎
娘　

天
明
四
年
閏
一
月

四
日
没

こ
の
人
に
は
子
な
し

�

（
次
号
へ
つ
づ
く
）

�

川
口
市
郷
土
史
会
会
員

特
別
展
図
録
と
博
物
館
グ
ッ
ズ
の
ご
案
内

　

特
別
展
の
内
容
を
詳
し
く
紹
介
し
た
図

録
を
頒
布
し
ま
す
。

　

Ａ
４
判
・
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
・
一
一
二
頁
、

頒
布
価
格　

六
〇
〇
円
。

　

展
示
会
出
展
の
約
八
〇
点
の
資
料
を
掲

載
。
そ
れ
ぞ
れ
の
展
示
資
料
に
つ
い
て
詳

し
く
解
説
す
る
解
説
編
が
あ
り
ま
す
。
巻

頭
で
は
、
文
化
遺
産
調
査
を
担
当
し
全
体

の
構
成
を
監
修
さ
れ
た
武
蔵
野
美
術
大
学

教
授
玉
蟲
敏
子
先
生
を
初
め
、
鶴
岡
明
美

先
生
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
非
常
勤
講

師
）、
真
田
尊
光
先
生
（
川
村
学
園
女
子

大
学
准
教
授
）
の
足
立
の
地
域
文
化
に
つ

い
て
の
論
考
を
掲
載
。
こ
の
地
域
で
初
め

て
明
ら
か
に
な
っ
た
美
術
史
的
に
も
注
目

さ
れ
る
そ
の
特
徴
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
郷
土
史
的
な
視
点
を
交
え

た
館
職
員
に
よ
る
論
考
、
巻
末
に
は
年
表

や
地
図
な
ど
を
参
考
資
料
に
加
え
、
わ
か

り
や
す
く
読
み
応
え
も
充
分
な
図
録
で
す
。

ご
観
覧
の
際
に
は
、
図
録
も
お
手
に
と
っ

て
お
目
通
し
下
さ
い
。
そ
し
て
、
ぜ
ひ
ご

自
宅
で
ゆ
っ
く
り
と
「
美
の
宝
庫
」
を
お

開
き
下
さ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

郷
土
博
物
館
で
図
録
ご
購
入
の
方
に
、

文
渕
筆
「
猛
虎
図
」
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
か

わ
い
い
？
「
と
ら
ぶ
ん
」
シ
オ
リ
を
差
し

上
げ
ま
す
。
文
渕
の
墨
筆
に
よ
る
モ
フ
モ

フ
感
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

　

も
っ
と
、
モ
フ
モ
フ
し
た
い
方
に
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
お
勧
め

し
ま
す
。

「
猛
虎
図
」
シ
オ
リ
（
表
・
裏
）
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「
美
と
知
性
の
宝
庫　

足
立
」
開
催
を
記

念
し
て
「
猛
虎
図
」
Ａ
５
判
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
と
、
建
部
巣
兆
「
盆
踊
り
図
」
の
一

筆
箋
を
作
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
郷
土
博
物
館
の
収
蔵
資
料

か
ら
デ
ザ
イ
ン
し
た
Ａ
４
判
・
Ａ
５
判

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
・
シ
ー
ル
・
メ
モ
帖
・

一
〇
種
類
の
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
作
成
し
ま

し
た
。　

な
か
で
も
、狩
野
常
信「
百
獣
図
」

か
ら
セ
レ
ク
ト
し
た
動
物
の
シ
ー
ル
【
写

真
下
】
は
、
唐
獅
子
な
ど
の
霊
獣
も
含
ま

れ
と
っ
て
も
印
象
的
で
す
。

　

桜
並
木
に
彩
ら
れ
る
博
物
館
に
お
運
び

下
さ
い
。
４
月
２
日
・
３
日
は
、
花
め
ぐ

り
バ
ス
の
運
行
も
あ
り
、
区
内
各
地
の
花

と
イ
ベ
ン
ト
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

４
月
２
日

■
お
茶
会　

10
時
30
分
～
15
時

　

小
林
仙
利
社
中

◦
10
時
か
ら
先
着
百
名
に
整
理
券
配
布
。

�

（
時
間
指
定
制
）

■
お
囃
子
の
演
奏　

11
時
～
正
午

　

押
部
文
化
保
存
会
は
や
し
連

　

五
兵
衛
葛
西
囃
子
保
存
会

　

高
野
箕
濃
が
谷
囃
子
保
存
会

■
中
庭
お
楽
し
み
出
店

　

10
時
～
15
時
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

◦
友
愛
会
･･�

軽
食
（
お
に
ぎ
り
・
お
茶
・

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
）　

◦
葦
の
会
･･
お
花
の
苗

◦
綾
瀬
ス
マ
イ
ル
工
房
･･
か
り
ん
と
う　

４
月
２
日
・
３
日　
　

10
時
～
15
時

■
協
働
グ
ル
ー
プ
の
展
示
・
刊
行
物
頒
布

　

足
立
史
談
会
・
安
藤
昌
益
と
千
住
宿
の

関
係
を
調
べ
る
会
・
江
北
の
歴
史
を
伝
え

る
会

４
月
３
日

■
お
茶
会　

10
時
30
分
～
15
時

　

小
林
仙
利
社
中

◦
10
時
か
ら
先
着
百
名
に
整
理
券
配
布
。

�

（
時
間
指
定
制
）

■
健
康
銭
太
鼓　

10
時
～
11
時

　

山
崎
節
子
社
中

�

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
東
京
芸
術
着
物
協
会
）

■
和
太
鼓
の
演
奏　

11
時
～
正
午　

　

平
成
六
起
太
鼓

■
協
働
グ
ー
ル
ー
プ
講
演
会

　

13
時
～
14
時　

　
「
学
童
疎
開
を
語
る
会
」

■
中
庭
お
楽
し
み
出
店

　

10
時
～
15
時
（
売
り
切
れ
次
第
終
了
）

◦
友
愛
会
･･�

軽
食
（
お
に
ぎ
り
・
お
茶
・

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
）　

◦
葦
の
会
･･
お
花
の
苗

　

協
働
グ
ル
ー
プ
紹
介
展

　

４
月
23
日
～
４
月
３
日　

　

博
物
館
と
協
働
し
て
、
調
査
研
究
、
教

育
普
及
事
業
を
行
う
グ
ル
ー
プ
の
活
動
と

そ
の
成
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

博
物
館
の
桜
ま
つ
り
協
力
　
大
谷
田
五
丁
目
町
会

博
物
館
の
桜
ま
つ
り
３
月
26
日
～
４
月
４
日

�

月
曜
開
館
・
無
料
公
開

一筆箋　300円　　　　　　　　　クリアファイル　100円


